




 

 

はじめに  

 

タイ王国においては、1971 年に石油法が制定され、その後 1980 年代から石油・ガス生産が本

格的に開始されている。同国エネルギー省鉱物燃料局（DMF: Department of Mineral Fuels）に

よると、10-15 年後には約 500 基の海洋プラットフォームが存在する事になり、同時に数多くのプ

ラットフォームの撤去が必要となる。 

直近では、2021 年～22 年にコンセッション契約の満了を迎える鉱区が 4-5 箇所あり、DMF は

2006 年より撤去に関する問題に取組んでいる。DMF は、近年では石油ガス生産設備撤去ガイドラ

イン案の策定、撤去の試行等を実施する等の対応を行っているが、有害物質の処理、環境や住民の

反対運動等の問題等により撤去の道筋は付けられていない状況である。 

このように、海洋石油ガス生産設備の撤去については、タイ国政府による取組が行われているも

のの道筋が付けられていない事から、環境・コストの問題に加えて、様々な技術・制度的な課題が

あると想定される。 

本調査は、タイ王国海洋石油ガス生産設備撤去に係る撤去試行事例、関連法制度、撤去コスト・

需要、技術動向等の調査を行い、今後我が国が有する撤去技術の適用の可能性を検討するための基

礎資料とする事を目的として実施したものである。 

我が国の海事産業の技術や知見が石油ガス生産設備の撤去に活用されることを期待するととも

に、本調査報告書が関係各位の参考となれば幸いである。 
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1 タイランド湾における石油ガス開発の概要  
 
1.1 タイランド湾の基本情報  

タイランド湾の基本情報を以下に示す。平均水深は 58mで最深部でも 85mと浅海となっている。

また、カンボジア、ベトナム、マレーシアが接続水域となっており、いずれかの排他的経済水域（EEZ）

に属しており、公海は存在しない。 

- 面積：320,000km2 

- 水深：平均 58m（最深部 85m）  

- 主要産業：石油・ガス、水産、観光等  

- 水域関係国：タイ王国、カンボジア王国、ベトナム、マレーシア -  

- タイ王国の排他的経済水域（EEZ）：下図参照  

 

 
図 1-1 タイ国の EEZ（中央濃色部がタイ湾におけるタイ国の EEZ）  

出典：Marine Regions 

 

 

1.1 タイランド湾の石油・ガス開発の概要  
 
1.1.1 一次エネルギー消費量  

タイ国における直近 5 年（2014-18 年）の一次エネルギー消費量を下図に示す。2018 年の消費

量は前年から 1.1%増加して、2.14 百万 BOEPD（Barrels of Oil Equivalent Per Day、日量石油換

算バレル）で過去 5 年では年率 1.5%増加している。2018 年の一次エネルギー消費の内訳は、80％

の鉱油（うち 41％が天然ガス、39％が石油製品）、17％の石炭と褐炭、3％の水力発電と輸入電力

となっている。 

－ 1 －



 

 

 
図 1-2 タイ国一次エネルギー消費量（2014-2018）  

出典：DMF Annual Report 2018 

 

 

1.1.2 コンセッション及び海洋石油ガス生産設備の状況  
2019 年 1 月時点で、39 コンセッション（49 ブロック）が存在し、うち海洋のコンセッション

は 22（29 ブロック）、陸上のコンセッションは 17（20 ブロック）となっている。うち海上生産

エリアは 178 箇所、海洋石油ガス生産設備は 425 基が稼働している。コンセッションリストは添

付資料-1、海上石油ガス開発生産エリアリストは添付資料-2、海洋石油ガス生産設備リストは添付

資料-2 に示すとおりで、主要開発企業は、Chevlon 関連会社（米国）及びタイ国営石油開発公社

（PTTEP）となっている。次頁図にタイ国全体及び海洋のコンセッションの地図を示す。 

また、タイにおける代表的なプラットフォーム（トップサイド及びジャケット）、パイプラン接

続部のイメージ及び写真を下図に示す。 

－ 2 －



 

 

 

図 1-3 タイ国における代表的な石油ガス生産設備のイメージ及び写真  
出典：Thailand Decommissioning of E&P Installations Project（2012 年） 

 

－ 3 －



 

 

 

図 1-4 タイ国石油ガスコンセッション地図（2019 年 1 月、全体）  
出典：DMF Annual Report 2018 

 

－ 4 －
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